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のう は、からだの「リーダー」です。
「てを うごかして！」「あしを はしって！」って、
からだ ぜんぶに しらせてくれます。

のう は おもいでを しまっておく ところ でもあります。
きのう あそんだこと、すきな うた、たいせつな ひとの かお。
ぜんぶ のう が おぼえてくれているんだよ。

のう は こころ の ばしょ にも なっています。
たのしいとき、かなしいとき、どきどき する とき。
のう が「いま こんな きもちだよ」って おしえてくれるから、
わたしたちは じぶんの きもちを しれるんだね。

くちや はなから はいった くうきを はいまで はこぶ くだです。
きかんから ふたつに わかれて、きかんしが ひだりと みぎの 
はいに くうきを おくります。

だいどうみゃく
からだで いちばん おおきな けっかんです。しんぞうから 
おくられた ちを からだじゅうに はこんでくれます。

しょくどう
たべものや のみものが とおる ながい くだです。
くちから はいったものを いまで とどけます。

しんぞう はい

しんぞう は、むねの なかで どきん どきん と うごいている 
ところです。

ちを からだじゅうに おくって、てや あしや あたまに ちから
を とどけます。

しんぞうが とまらず はたらいているから、わたしたちは 
あるいたり、あそんだり、ねむったり できます。
とても たいせつな「いのちの ポンプ」です。

はい は、むねの なかに ある いきを する ための たいせつ
な ところです。

くちや はなから はいった くうきを うけとって、ちに さんそ
を とりこみます。

それと いっしょに、からだの なかの いらなくなった くうき
（にさんかたんそ） を はきだしています。

はいが はたらいているから、わたしたちは うたったり、
はしったり、げんきに すごすことが できます。



おうかくまく かんぞう

おうかくまく は、むねと おなかの あいだに ある 
うすい きんにくの まくです。

いきをするときに、のびたり ちぢんだりして、
はいに くうきを いれたり だしたり てつだってくれます。

おうかくまく が しっかり はたらくから、
わたしたちは すったり はいたりが できます。

かんぞう は、みぎの おなかの うえにある 
おおきな ぞうきです。

たべものを からだで つかいやすくするために、
たんじゅう という えきを つくって、しょうかを てつだいます。

また、からだの よごれを きれいにする おしごとも しています。

かんぞうが はたらいているから、わたしたちは げんきに 
たべて、うごいて いられるんだよ。

い ちょう
い は、からだの なかに ある ふくろの かたちをした 
ぞうきです。

くちから はいった たべものを うけとって、まぜて、
どろどろに します。

そのあと、しょうかしやすいように して、ちいさくしてから 
しょうちょう に おくります。

い が はたらくから、たべものの えいようを からだが 
つかえるんだよ。

ちょう は、いの つづきに ある ながい くだの ような 
ぞうきです。

まんなかに しょうちょう があって、たべものを 
ちいさくして えいようを すいとります。

そのまわりを ぐるっと かこむように だいちょう があって、
みずを すいとって うんちを つくります。

ちょう が はたらくから、たべものの えいようを げんきの 
もとに かえて、いらないものを からだから だせるんだよ。



じんぞう

じんぞう は、せなかの うしろの ほうに ふたつ ある 
ぞうきです。

からだの なかの いらなくなった みずや よごれを 
あつめて、おしっこ に して そとに だします。

じんぞうが はたらくから、からだの なかは きれいに 
たもたれて、わたしたちは げんきに すごせます。
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ちを きれいにして、からだを びょうきから まもる おてつだい
を する ぞうき。

すいぞう
たべものを しょうかする えきを つくって、からだが えいよう
を つかえるように てつだう ぞうき。

じゅうにしちょう
いから きた たべものを うけとって、つぎの しょうかの 
じゅんびを します。
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